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飯田　卓 *

相互行為の人類学とは

人類学は，ひと頃に較べるとずいぶんいろ

いろな対象にとり組むようになった．本書に

題されている相互行為とは，二者またはそれ

以上の人たちが相互に影響しあいながら対面

的におこなう行為というほどの意味だが，こ

のことばになじみがない読者は，またあら手

の研究対象が現われたと思うかもしれない．

しかしそれは誤解である．それどころか，人

文科学研究所の谷泰がこの問題にとり組ん

で以来，京都大学は，じつに 40 年近くにわ

たってこの問題へのとり組みを先導してきた

［たとえば谷 1987］．ただし，相互行為への

着眼は，社会学者ゴッフマンのほうが早い．

著者の高田明は，谷らの議論を正統なかたち

でうけ継ぎつつ，関連する内外の潮流を「相

互行為の人類学」という旗印のもとにまとめ

あげた．その意味で本書は，この分野の蓄積

を見わたす網羅的なレビュー的著作であると

同時に，著者の強い独創性をも帯びている．

本書はまた，具体例を豊富に提示すること

で，大学院レベルの初学者にむけてのまたと

ない手引書となっている．さらに，本書のも

とになった講義で出た質問もふんだんに掲
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載することで，学部レベルの読者に対して

も，当該分野の理解に必要なさまざまな予備

知識を提供している．このように本書は，当

該分野の概要を幅広い読者層に示す好著でも

ある．

本書の内容を章ごとにみていこう．第 1

章「相互行為の人類学への招待」では，相互

行為の人類学の野心が提示される．それは，

主として「心」という個人的・個体的現象を

扱ってきた心理学と，主として「文化」とい

う集合的現象を扱ってきた人類学との架橋で

ある．相反する（とみなされがちな）アプ

ローチの統合により，バランスをとりつつわ

れわれの経験世界に近づいていくことが「相

互行為の人類学」の目ざすところである．第

2 章「理論と方法」では，文化人類学ならび

に言語人類学において相互行為がどのように

記述・分析されてきたかがレビューされる．

そこでは文化人類学と言語人類学の関係と

いった基本的な解説から，会話分析の考えか

たや記述方法の提示，ターン・テイキングや

基本連鎖，修復，参与枠組みとフッティング

といった基本概念の説明にいたるまで，幅広

い話題におよんでいる．初学者は，まずこの

2 つの章を熟読することで，相互行為の人類

学にとり組む心構えを身につけることができ

よう．

5つのテーマ

続く 5 つの章では，相互行為の人類学に

おいてしばしばとり上げられる話題に焦点を

絞り，それぞれのテーマに関する研究動向を

示している．いずれの章でも，著者が関わる
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プロジェクトの研究成果が惜しみなく提供さ

れており，専門的でありながら具体性に富む

内容となっている．本書がたんなる教科書に

とどまらず，最新の研究成果を紹介する独創

的著作ともなっている所以である．このこと

は，著者をして「（本書は）研究の成果を網

羅的に示したものではない」（p. ii）と言わ

しめる理由ともなっているが，それは謙遜に

すぎず，当該分野の重要な論点がかなりのて

いど網羅されていると評者にはみえる．

各章の論点を詳しく述べることは，著者の

研究に関連した膨大な研究動向を要約するこ

とにほかならず，かぎられた紙面ではとうて

いはたすことができないので，本書を読んで

いただくことにしよう．そのかわりこの書評

では，各章の標題と相互の関連を，評者なり

に示したい．著者の考えといくぶん異なる点

があるかもしれないが，あらかじめご了承い

ただきたい．

第 3 章「社会的認知」は，周囲の社会環

境や自己に関する認知のうち，社会文化的拘

束を受けやすい側面に焦点を当てている．し

かし著者は，文化の壁を強調するのでなく，

あらかじめ背景的知識を共有しない他者どう

しが共通理解に到達しうる点を重視する．そ

こで次に問題となるのが他者とはなにかとい

うことで，第 4 章「他者理解」ではこのこ

とに焦点を当てている．とりわけ注目される

のは，ヒトとチンパンジーの相互理解を論じ

た著者の原著論文の事例である．近年は霊長

類学と文化人類学の対話が進みつつあるが，

ヒトとそれ以外の霊長類との相互行為をとり

上げたモノグラフはまだ多くなく，動物を究

極の他者に定位する近年の民族誌を先がけて

いる．ヒトとチンパンジーは自己表現におい

ても認知においても遺伝的に異なっているに

もかかわらず，相互行為を重ねることで共通

の文脈を確立すると著者は論ずる．この点

は，著者の同僚である木村大治［2018］が

近年詳しく論じていることがらであり，研究

のフロンティアに関する両者の対話を彷彿と

させる．

同じく文脈が共有されていない状況でおこ

なわれるのが，乳幼児とおとなとの相互行為

である．第 5 章「発達と社会化」ではこの

点が論じられる．発達心理学では必ずしも強

調されない「相互行為における文脈の確立」

に著者は一貫して着目しており，著者の研究

姿勢がよく現われている．また，第 6 章「言

語とコミュニケーション」でも，著者はこの

視点を一貫して維持している．示されている

事例は，もちろん，まったく言語を理解でき

ない乳幼児よりはやや年長の子どもである．

相互行為に言語が介入してあらたな相に移行

するようすが，具体的に提示されている．

第 7 章「感情」では，文脈という前章ま

での通奏低音がいったん後景に退く．じっさ

い，感情というテーマは，相互行為をつうじ

て社会的に構成されるというよりは個人の

心理過程としての側面が強く，第 6 章まで

のテーマとの共通性が低い．それにもかかわ

らず著者は，個人の内面に視点を移すのでな

く，感情にまつわる語彙をとおして感情が社

会的に構成されることがあると指摘し，あく

までも社会的文脈から個人の心理過程を捉え

ようとする．感情に関する知見は，相互行為
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の人類学においてまだ蓄積される途上にある

ようだ．個人に由来する（としばしば考えら

れている）ことがらとしては，感情としばし

ば同一視される感覚や情動のほか，意図や期

待といったより
0 0

論理的な心理過程も含まれ

る．これら個人的動機の社会的構成について

は，まだまだ解明すべき点が多い．かくいう

評者も，社会的なアイデンティティ構築にお

ける感覚の重要性を論じたことがあるが［飯

田 2010］，相互行為との関連ではまだまだ

論じたりないと痛感している．ぜひとも本書

の著者が先頭に立ち，本書の読者たちを率い

て，未開拓の領野を拓いていただきたい．

今後の課題と展望

終章である第 8 章「結論にかえて」は，

第 7 章までの論述が要約されるとともに，

本書全体の事例をふまえて，各章に通底して

いながら明示的に述べられていなかったこと

がらがあらためて明示される．それは，心的

カテゴリーの脱構築（第 2 節），文化的実践，

慣習，社会制度（第 3 節），そしてフィール

ドワークの魅惑（第 4 節）である．ヒトど

うしのコミュニケーションは，あらかじめ定

まった見取り図に従って展開していくのでな

く，コミュニケーションの場に応じて修正さ

れ，その場で創発されていく．文化や慣習，

社会制度といった集合的に説明されることが

らも，そうしたミクロな偶発性の積みかさね

によって次第に組織化される．そのプロセス

を簡単に述べれば，次のとおりである．さま

ざまな記号論的パターンが社会的に共有さ

れ，それを共有する者たちのあいだであら

たなコミュニケーション形式が生まれると，

「コミュニティ化」とでも呼ぶべき集合現象

の実体化が進んでいく．しかし著者の強調点

は，そうしたコミュニティが必ずしも実体と

して捉えうるのではなく，つねに構成され変

容されているということである．

最後の「フィールドワークの魅惑」につい

ての 1 節は，やや唐突ながら，研究者があ

らたな理解や発見に到達するうえでフィール

ド経験が重要であると説いている．社会学者 

高橋由典のいう「体験選択」，作家 村上春樹

の「長い旅」，霊長類学者 伊谷純一郎の「ア

フリカの毒」など，いろいろな例が引かれて

いるが，要するにフィールド体験によって自

分にとっての日常を相対化することが相互行

為の人類学にとっても不可欠だというのであ

る．なるほど，相互行為の人類学が着目する

相互行為のかなりの部分（ひょっとすると

大部分）は，日常的な場面でくり広げられ

る．しかし，それをあたり前のしかたで見た

り記述したりしても，発見は得られない．ビ

デオ映像記録にせよ会話分析にせよ，あたり

前とは異なる方法を駆使して日常を異化して

こそ，日常を成りたたせる構造はあらわにな

る．場所の移動がともなわなくとも，未知を

かいま見るという心構えが，相互行為の人類

学を進めていくうえでは必要なのだ．

考えてみれば，本書は矛盾に満ちた本であ

る．日常を非日常として見るという方法，か

ぎられた個人の行為を出発点として文化や社

会に到達しようという目的意識，そして，独

創的なレビューによって専門的に初学者をい

ざなうというスタイル．不可能にもみえる矛
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盾の克服を本書がみごとになしとげている理

由のひとつは，著者の力量もさることなが

ら，相互行為の人類学という分野の性格にも

よるのかもしれない．著者によれば，「地に

足の着いた事例の丹念な分析は，凡百の抽

象的な比較や考察を凌駕するというのが人

類学のもっとも基本的な教えの一つである」

（p. ii）という．思えば，1990 年代に近衛ロ

ンドの大学院生たちがよく口にしていた言葉

のひとつに，「神は細部に宿る」という聖書

の箴言があった．細部に徹底的にこだわるこ

とで普遍にいたろうとする学問的営為の力強

さが，本書の随所にも伝わっている．
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人はどのようにして呪術を学び，呪者と

なっていくのか．こうした疑問をもとに，日

本，東南アジア，アフリカ，太平洋諸島から

中世ヨーロッパに渡る幅広いフィールドにお

 * 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科

いて，研究者たちがそれぞれに出会った呪者

を描き出す．呪者とは，超越的な力を使い望

ましい状況を得ようとする営みを行なう人，

すなわち呪術を執り行なう人のことである

が，本書ではまず，その描かれる呪者の人物

像に惹きつけられるだろう．不幸や鍛錬，或

いは幻想的な旅の経験などを経て，目に見え

ない力と交渉する技術を身につけた呪者たち

が，各章で人間味の溢れる存在として現れ

てくる．本書の終章において関一敏は「呪

術者の肖像（阿部年晴）に焦点をしぼって，

『呪術世界に入る』ことと『半分のまじめさ』

（Mauss, 1904）にふれてみる必要」（p. 270）

を説くが，本書は，時に胡散臭く時に献身的

な呪者のふるまいや人間像を通して，まさに

「呪術世界にふれる」ことができる本となっ

ている．

それらの人物の魅力はむろん，各執筆者の

フィールドで培われた信頼関係によって引き

出されているものだが，方法論的には「呪者

を描く」という本書を通じてのテーマに支え

られているといえる．呪術・宗教・科学とい

うカテゴリーを考えた際，誰でもが結果を

再現し得るとされる「科学」と比して，「呪

術」は呪者自身の個人的資質や技術に基づい

ている．本書の表現でいうと，科学は離床度

が高く，呪術は「離床度（＝代替可能性）」

（p. 271）が低い．すなわち，呪者個人に焦

点をあてることによってこそ，人格と呪術的

な効果の関係が掘り下げられ，呪術が成立し

再生産される際の社会的合意とその性質が明

らかになることが期待される．それによっ

て，「呪術とはなにか」という根源的な問い


